
～
楽
し
か
っ
た
仮
装
盆
踊
り
～

～
楽
し
か
っ
た
仮
装
盆
踊
り
～

　
８
月
17
日
、
２
年
ぶ
り
に
「
ふ
る
さ
と
仮
装

　
８
月
17
日
、
２
年
ぶ
り
に
「
ふ
る
さ
と
仮
装

盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仮

盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仮

装
盆
踊
り
の
コ
ン
テ
ス
ト（
団
体
の
部
）で
は
、チ
ー

装
盆
踊
り
の
コ
ン
テ
ス
ト（
団
体
の
部
）で
は
、チ
ー

ム
幌
中（
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
）が
優

ム
幌
中（
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
）が
優

勝
し
、
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

勝
し
、
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。



IP告知端末利用調査

利用希望,
907件, 89%

利用（設置）し
ない, 111件,

11%

利用希望 利用（設置）しない

平成23年９月号　２

鶴居村情報通信基盤施設整備について鶴居村情報通信基盤施設整備について
（行政サービス・光ブロードバンドサービス）（行政サービス・光ブロードバンドサービス）

特 集

第５回

　光ケーブルの引込みおよびIP告知端末の設置を行う宅内工事を１０月以降に開始します。
　工事に先立ち、調査員が皆さまのお宅に訪問し「工事概要の説明」、「宅内およびお宅周辺の調査」、
「工事前アンケート」を行いました。
　皆さまには、お忙しい中、訪問調査にご協力いただきありがとうございました。

IP告知端末設置の宅内工事について

　IP告知端末設置の宅内工事は、９月より事前連絡を開始し１０月以降に工事を実施する予定で
す。事前連絡は工事日および時間の調整のため行いますが、連絡先は訪問調査時におうかがい
した電話番号とし、工事業者から連絡をさせていただきます。

工事前アンケート結果

　訪問調査時に「IP告知端末の利用要否」、「インターネット利用希望の有無」についてアンケート
を実施しましたが、結果は以下の通りです。

①　調査対象数
　　　　調査対象数： １，０９８件
　　　　有効回答数： １，０１８件
　　　　未確認回答数： ８０件
　　　　　内　調査時連絡不能 ３９件
　　　　　　　調査時点で鶴居に不在（転出等）： ４１件

②　IP告知端末の利用要否
　IP告知端末は、役場等から行政情
報や災害情報を配信するため全戸に
設置いただく端末です。殆どの方か
ら端末の利用について同意いただい
ており、端末利用や情報配信への関
心の高さがうかがえます。
　一度利用しないと回答された方で
も、その後利用を希望する場合は早
めに役場までご連絡ください。



インターネット利用調査

希望しない,
605件,
59.43%

利用希望,
413件,
40.57%

利用希望 希望しない

３　平成23年９月号

【お問合せ先】 鶴居村役場産業課情報推進係（☎６４－２１１４）

　（参考）　＜IP告知端末を利用しない理由＞
　　　　　　二世帯住居のため端末は１台でよい： ５９件
　　　　　　共同住居のため不要： ２０件
　　　　　　普段住んでいない、借家のため不要： ４件
　　　　　　設置したくない： ２８件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　計： １１１件

③　インターネット利用希望
　インターネットを利用するために
は別途料金が必要となります。現時
点での希望者数は、全体の４０％を超
えており光ブロードバンドでのイン
ターネット利用についての関心や期
待が高いことがうかがえます。
※　インターネット利用の全国平均
　　は２０％程度
※　インターネット利用申し込みは、今回の調査に限らず随時受け付けます。

　　
お願い！！

　住民票の届出住所が古いままの方や、正しく届けられていないなど訪問調査時に住居の確認
が出来ないケースがありました。
　皆さまのお宅訪問時にご不在のお宅には不在連絡票を投函させていただきました。
　「訪問調査も、不在連絡票も来て無い！」という方がいましたらご連絡ください。

　　
事前申し込みについて

　光ブロードバンドによるインターネットの利用には、別途、手続きと費用が必要となります。
　利用を希望されている方には、サービス提供を行うNTT東日本からご連絡・ご説明させて頂
く予定です。利用希望者に事前申し込み（仮申し込み）書への記入等をお願いすることになりま
すが、本申し込みまで料金等は発生いたしません。
　また、調査段階でインターネット利用の希望のない方にはご連絡・ご説明等いたしませんが、
今後利用を希望する方は、お手数ですが役場産業課に仮申し込み用紙を用意しておきますので、
お気軽にお問合せ・ご相談ください。
　なお、ご不明な点などありましたら下記お問合せ先までご連絡をお願いいたします。

　
説明会について

　IP告知端末の説明会を順次実施していく予定ですが、インターネットの利用に関する相談会
も予定しております。開催場所、日程等は次回以降の広報にてご連絡致します。



平成23年９月号　４

７
／
21

春
の
叙
勲
・
伊
藤
光
勇
さ
ん
（
中
幌
呂
）

　

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

７
／
29

　

各
種
統
計
調
査
へ
の
尽
力
と
功
績
に
よ
り
、

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た
伊
藤
光
勇
さ
ん

（
中
幌
呂
）に
対
し
、
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
35
年
か
ら
45
年
間
に

わ
た
り
、
自
身
の
酪
農
業
の
合
間
を
見
な
が

ら
、
国
勢
調
査
10
回
を
は
じ
め
、
農
林
業
セ

ン
サ
ス
や
北
海
道
農
業
基
本
調
査
な
ど
、
計

55
回
の
調
査
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

各
種
統
計
調
査
に
対
す
る
誠
実
な
姿
勢
は

調
査
区
住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
て
お
り
、
日
野

浦
村
長
か
ら
勲
記
な
ど
の
伝
達
を
受
け
た
伊

藤
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
統
計
調
査
の

苦
労
や
思
い
出
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
・
松
井
元
作
さ
ん
（
支
幌
呂
）

　

旭
日
双
光
章
を
受
章

　

長
く
村
の
教
育
委
員
長
な
ど
を
務
め
、
教

育
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
松
井
元
作
さ
ん

（
支
幌
呂
）に
対
し
、
叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

松
井
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
６
月
か
ら
教
育

委
員
と
な
り
、
同
年
10
月
に
は
委
員
長
に
就

任
。
以
後
、
平
成
14
年
ま
で
の
27
年
間
に
わ

た
り
、
村
の
教
育
の
発
展
や
児
童
生
徒
の
健

全
育
成
な
ど
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

役
場
で
行
わ
れ
た
伝
達
式
で
は
、
日
野
浦

村
長
か
ら
勲
記
、
勲
章
が
手
渡
さ
れ
、「
受

賞
は
、
教
育
委
員
の
仕
事
に
理
解
を
示
し
、

専
念
さ
せ
て
く
れ
た
家
族
に
も
感
謝
し
た
い
」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

多くの来場者で盛り上がりました

冷
た
い
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

　

２
年
ぶ
り
に
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ
り
２
０
１
１
」
開
催

　

今
回
は
、東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
企
画
と
し
て
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ

り
２
０
１
１
」
が
鶴
居
村
観
光
協
会（
松
井

洋
和
会
長
）主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
気
温
が
上
が
ら
ず
、
肌
寒
い
中

で
の
開
催
で
し
た
が
、
村
内
外
か
ら
多
く
の

家
族
連
れ
が
訪
れ
、
藤
朋
流
大
正
琴
「
か
な

で
ー
る
」
の
演
奏
や
ビ
ー
ル
早
飲
み
、
尻
相

撲
な
ど
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
は
、
村
の
特
産
品
が
当
た

る
ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
豪
華
景
品
が
当

た
っ
た
人
も
当
た
ら
な
か
っ
た
人
も
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
様
子
で
し
た
。

７
／
22

旭日双光章の伝達を受ける松井元作さん瑞宝単光章の伝達を受ける伊藤光勇さん

「はっけよーい、のこった ! !」「ビンゴーっ！」米が当たったよ



５　平成23年９月号

　

こ
の
ほ
ど
、
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
仮
装
盆

踊
り
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外

か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、「
一
夜
の

夏
祭
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、
団
体
の
部
に
６
団

体
、
一
般
の
部
に
９
名
、
子
ど
も
の
部
に

25
名
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
を
ま
と
っ
た
盆
踊
り

に
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

各
部
の
優
勝
者
は
、
団
体
の
部
が
チ
ー

ム
幌
中（
幌
呂
中
学
校
）の
ウ
ォ
ル
ト
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
が
３
連
覇
を
達
成
、
一

般
の
部
が
阿
部
時
子
さ
ん（
下
幌
呂
）の
団

十
郎
、
子
ど
も
の
部
が
「
ま
す
だ
ゆ
い
な

さ
ん
」
の
妖
精
で
し
た
。

子どもの部優勝のますだゆいなさん
（妖精・ゼッケン１４）

８
／
９

　

こ
の
ほ
ど
、
忠
魂
碑
前
に
お
い
て
今
年
度
の

「
鶴
居
村
戦
没
者
追
悼
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、

遺
族
の
方
々
や
関
係
者
な
ど
、
約
30
名
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

日
本
の
歴
史
上
、
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
66
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
忠
魂
碑
に
は
戦
没
さ
れ
た
83
名
の
方
々

の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
野
浦
村
長
の
式
辞
に
続
き
、
松

井
村
議
会
議
長
や
北
海
道
知
事
、
北
海
道
連
合

遺
族
会
長
か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
ご
遺

族
、
関
係
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追
悼

と
と
も
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

ご遺族の方々と関係者による献花

８
／
17
鶴
居
の
短
い
夏
を
彩
る
「
鶴
居
村
ふ
る
さ
と

仮
装
盆
踊
り
・
花
火
大
会
」
開
催

一般の部優勝の阿部時子さん
（団十郎・ゼッケン３）

８
／
10

多
く
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

　

鶴
居
村
戦
没
者
追
悼
式

「
災
害
時
に
お
け
る
村
所
管
施
設
の
災
害
応
急
業
務

に
関
す
る
協
定
」
調
印
式
行
わ
れ
る

　

こ
の
た
び
、
村
と
北
電
工
業（
釧
路
市
柳

町
）、
北
海
道
建
設
機
械
リ
ー
ス
業
協
会
釧

路
支
部
が
「
災
害
時
に
お
け
る
村
所
管
施
設

の
災
害
応
急
業
務
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災

害
発
生
時
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
電
力

の
円
滑
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
も

の
で
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
バ
ッ
テ

リ
ー
な
ど
の
臨
時
電
源
の
提
供
や
被
災
施
設

の
早
期
復
旧
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
に
よ
っ
て
、
力
強
い
支

援
を
迅
速
に
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

協定書を示す（左から）前川支
部長、日野浦村長、新妻社長

大輪の花火が夜空を飾ります



１日（木）
　　幌呂老人クラブ健康相談
　　　 ９：３０～　幌呂老人寿の家
　　鶴居老人クラブ健康相談
　　　 ９：３０～　鶴居老人寿の家
　　下幌呂老人クラブ健康相談・口腔機能向上事業
　　　１０：００～　下幌呂老人寿の家
　　上幌呂老人クラブ健康相談
　　　１０：００～　上幌呂コミュニティセンター
３日（土）
　　鶴居保育園運動会
　　　 ９：３０～　鶴居保育園グランド
４日（日）
　　鶴居消防秋季消防演習
　　　１０：００～　鶴居村民広場
５日（月）
　　特設行政相談所
　　　１３：００～　役場２階会議室
　　特設人権相談所
　　　１３：００～　役場２階会議室
６日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　１０：００～　ふるさと情報館
８日（木）
　　１歳６ヵ月児、３歳児検診
　　　１３：００～　総合センター　
９日（金）
　　寿大学軽スポーツ大会
　　　１０：００～　ファミリースポーツセンター
　　子宮頸がんワクチン接種（中学生）
　　　１６：００～　鶴居診療所
１１日（日）
　　第５０回鶴居村駅伝競走
　　　 ９：００～　（開会式）幌呂農村環境改善センター
１２日（月）
　　子宮頸がんワクチン接種（中学生）
　　　１６：００～　鶴居診療所
１３日（火）
　　第３回鶴居村議会定例会
　　　１０：００～　議会議場
　　マタニティ教室
　　　１３：３０～　総合センター和室
１４日（水）
　　第３回鶴居村議会定例会
　　　１０：００～　議会議場
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種混合予防接種
　　　１５：００～　鶴居診療所
１５日（木）
　　茂雪裡老人クラブ健康相談
　　　１０：００～　茂雪裡コミュニティセンター
　　下雪裡老人クラブ健康相談
　　　１３：００～　下雪裡コミュニティセンター
１７日（土）
　　認知症の人と共に暮らすまちづくり研修会
　　　１３：３０～　総合センター
１８日（日）
　　つるい市場
　　　１０：００～　総合センター
２０日（火）
　　鶴居村社会福祉協議会「心配ごと相談所」
　　　１０：００～　総合センター第１研修室
２１日（水）
　　ポリオ予防接種
　　　１４：００～　総合センター
２２日（木）
　　「おひさま」（親の会）
　　　１０：００～　役場２階和室
２３日（金）
　　鶴居村ふるさとまつり
　　　１０：００～　茂雪裡川河畔特設会場
２５日（日）
　　秋の村民ゴルフ大会（集合）
　　　１２：００～　釧路カントリークラブ
２７日（火）
　　鶴居村敬老会
　　　１１：００～　総合センター
２８日（水）
　　家族介護継続支援事業「もぐらの会」
　　　１０：００～　総合センター第１研修室
　　マタニティ教室
　　　１３：３０～　総合センター 平成23年９月号　６

秋
の
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
の
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
を
次
の
日
程

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
プ
レ
ー
料
金
、

飲
食
代
金
等
は
個
人
負
担
）

【
参
加
資
格
】

　

村
内
に
住
所
及
び
職
場
を
有
す
る
方

【
日
時
】　

９
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
12
時
00
分
集
合

【
場
所
】　

釧
路
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
競
技
方
法
】

　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

【
参
加
料
】　

２
，
０
０
０
円

【
申
込
み
期
限
】　

９
月
16
日
（
金
）
ま
で

【
お
申
込
み
先
】

　

総
務
課
総
務
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
１

特
設
行
政
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

行
政
相
談
委
員
は
、
あ
な
た
と
行
政
と
の

パ
イ
プ
役
で
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
行

政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

９
月
５
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時

　

ま
た
、
相
談
は
、
行
政
相
談
所
以
外
で
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て
納
得
が
で
き
な
い
こ
と
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
ご
意
見
ご
要
望
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
行
政
相
談
委
員
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

鶴
居
村
の
行
政
相
談
委
員
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　

橘 

田 

吉 

晴
さ
ん

　

住
所　

鶴
居
西
６
ｌ
９
ｌ
13

　

☎
64
ｌ
２
７
１
６

空
家
・
貸
家
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

村
で
は
、
村
内
に
あ
る
空
家
・
貸
家
の
有

効
活
用
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
と
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
空
家
・
貸
家
情
報
を
集

め
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
賃
貸
や
売
買
の
交
渉
・
契
約
は
所

有
者
と
希
望
者
に
お
い
て
直
接
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
ご
連
絡
先
】

　

振
興
課
企
画
係

　
（
☎
64
ｌ
２
１
１
２
）

一
般
家
庭
用
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
購
入

に
対
す
る
助
成
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

促
進
と
地
域
林
産
材
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
材
を
燃
料
と
す
る
家
庭

用
室
内
型
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
購
入
さ
れ

た
方
に
対
す
る
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

助
成
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
助
成
対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
し
、
自
ら
居
住
す
る
住

宅
内
に
設
置
し
、
適
正
に
管
理
で
き
る
方（
事

業
者
は
除
き
ま
す
）

⑵
助
成
額

　

１
台
の
本
体
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内

で
上
限
は
15
万
円（
既
に
、
国
や
北
海
道
な

ど
か
ら
補
助
金
交
付
の
場
合
は
対
象
外
）

　

そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

産
業
課
林
政
係

　
（
☎
64
ｌ
２
１
１
４
）



７　平成23年９月号

長
寿
功
労
金
及
び
敬
老
年
金
の
支
給

に
つ
い
て

　

村
で
は
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
村
民
の
皆

様
に
対
し
て
、
そ
の
長
寿
を
祝
す
る
と
と
も

に
、
多
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
併
せ
て
地
域

づ
く
り
に
貢
献
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、長
寿
功
労
金（
５
，
０
０
０
円
）

を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　

要
件
は
、
本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
、
且
つ
６
ヶ
月
以
上
居
住
し
、
当
該
年

度
の
９
月
１
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の
方
に

支
給
致
し
ま
す
。

　

支
給
方
法
は
、
70
歳
以
上
に
支
給
さ
れ
る

敬
老
年
金（
１
５
，
０
０
０
円
）と
同
じ
方
法

で
す
が
、
敬
老
会（
９
月
27
日
）に
出
席
さ
れ

る
75
歳
以
上
の
方
は
、
当
日
会
場
で
支
給（
２

０
，
０
０
０
円
）し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持

参
し
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方（
長
寿

功
労
金
と
敬
老
年
金
の
両
方
合
わ
せ
て
２
０
，

０
０
０
円
）と
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
方（
長

寿
功
労
金
の
み
５
，
０
０
０
円
）は
、
９
月

28
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で
に
、
役
場
住
民
課

窓
口
に
印
鑑
と
身
分
証
明
書（
健
康
保
険
証

な
ど
）を
持
参
の
上
、
受
領
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
に
役
場
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
課

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

住
民
課
福
祉
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
３

村
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
及
び
介

護
保
険
料（
普
通
徴
収
）の
第
２
期
納
期
限
は

平
成
23
年
８
月
31
日（
水
）で
し
た
が
、
納
め

忘
れ
が
な
い
か
今
一
度
、
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
村
税
や
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

お
困
り
の
方
は
、
分
割
納
入
な
ど
の
納
付
計

画
に
つ
い
て
、
随
時
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　

万
一
、
相
談
及
び
納
税
の
な
い
ま
ま
放
置

さ
れ
ま
す
と
、
督
促
状
を
発
送
す
る
な
ど
の

納
税
の
催
促
を
行
い
、
そ
れ
で
も
な
お
完
納

さ
れ
な
い
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
、
差
押
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
各
担
当
に
お
問

合
せ
及
び
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
・
ご
相
談
先
】

　

個
人
住
民
税
及
び
固
定
資
産
税
は
振
興
課

税
務
係（
☎
64
ｌ
２
１
１
２
）、
国
民
健
康
保

険
税
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
住
民

課
国
民
健
康
保
険
係（
☎
64
ｌ
２
１
１
３
）、

介
護
保
険
料
は
住
民
課
介
護
保
険
係（
☎
64

ｌ
２
１
１
３
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）参

加
に
よ
る
鶴
居
村
へ
の
影
響
試
算

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
と

は
、
原
則
１
０
０
％
関
税
撤
廃
と
す
る
貿
易

自
由
化
を
目
指
す
包
括
的
な
協
定
で
あ
り
、

物
品
貿
易
は
全
品
目
に
つ
い
て
、
関
税
の
即

時
撤
廃
か
10
年
以
内
の
段
階
的
な
撤
廃
が
原

則
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、対
象
分
野
は
物
品
貿
易
に
限
ら
ず
、

サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
政
府
調
達
、
競
争
知
的
財

産
、
人
の
移
動
な
ど
非
関
税
障
壁
を
含
め
た

包
括
的
な
協
定
で
あ
り
、
単
に
農
業
分
野
に

限
っ
た
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
、
協

定
へ
の
参
加
と
な
れ
ば
低
価
格
の
輸
入
農
産

物
が
大
量
に
国
内
に
押
し
寄
せ
、
我
が
国
の

農
業
・
農
村
は
壊
滅
し
、
地
域
社
会
は
崩
壊

し
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
の
移
動
な
ど
非

関
税
障
壁
の
交
渉
に
よ
っ
て
は
国
の
形
そ
の

も
の
が
変
わ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
が
主
要
農
産
物
を
対
象
に

行
っ
た
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の
影
響
試

算
で
は
、
生
産
額
で
４
兆
５
千
億
円
が
減
少

し
、
食
料
自
給
率
が
40
％
か
ら
13
％
に
減
少

す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
の

酪
農
に
お
い
て
は
、
生
産
額
で
３
，
５
０
２

億
円
か
ら
72
％
減
の
９
６
６
億
円
と
な
り
、

酪
農
家
戸
数
も
８
，
０
９
０
戸
か
ら
１
，
８

８
０
戸
と
な
り
77
％
も
の
減
少
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
北
海
道
の
影
響
率
を
基
に
鶴
居

村
に
お
け
る
影
響
を
試
算
す
る
と
、
酪
農
生

産
額
で
51
億
５
千
万
円
か
ら
72
％
減
少
し
14

億
４
千
万
円
と
な
り
、
酪
農
家
戸
数
は
77
％

減
で
88
戸
か
ら
20
戸
に
減
少
す
る
と
試
算
さ

れ
ま
す
。

　

農
業
が
営
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脈
々

と
築
か
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
に
根
ざ
し
た

地
域
固
有
の
文
化
を
伝
承
す
る
役
割
な
ど
の

機
能
も
失
わ
れ
、
地
域
社
会
が
崩
壊
す
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
慎
重

に
検
討
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

産
業
課
農
政
係

　

☎
64
ｌ
２
１
１
４

「
自
殺
予
防
週
間
」
の
お
知
ら
せ

【
自
殺
予
防
週
間
】

　

９
月
10
日
㈯
〜
16
日
㈮

　
「
自
殺
予
防
週
間
」
は
、
自
殺
予
防
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
及
び
相
談
機
関

を
積
極
的
に
利
用
す
る
意
識
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
の
人
と
共
に
暮
ら
す
ま
ち
づ

く
り
研
修
会
」
に
つ
い
て

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、
支
援
す
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成
す
る
研
修

会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　

９
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

【
場
所
】　

総
合
セ
ン
タ
ー

【
申
込
お
問
合
せ
先
】　

住
民
課
保
健
師

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
64
ｌ
２
１
１
３



～老朽化した消火器にご注意を～

　平成１３年度に３名の死傷者を伴う事故が発生したことを受け、消防署では老朽化した消火器の適正な取り
扱いと事故防止に取り組んでいますが、平成２１年には屋外駐車場に置かれていた消火器が腐食により破裂し、
小学生の頭部を直撃し重体となる事故を含め全国で３件発生。今年７月にも消火器の破裂による事故が２件発
生しています。

　消火器が風雨にさらされる場所や湿潤な場所等に設置されていないか確認して下さい。消火器には蓄圧式と
加圧式があり、高い圧力により消火薬剤を噴射させる仕組みになっています。腐食の進んだ消火器は危険です
ので絶対に使用しないで下さい。老朽化した消火器は交換することをお勧めします。

　耐用年数を経過していたり、容器の大きな変形や腐食、老朽化した消火器は、安全に回収・処分やリサイク
ルを進める為に下記の様なリサイクルの制度があります。
消火器は村や消防署では回収を行っていません。
　消火器の処分は（社）日本消火器工業会が地域の販売代理店（特定窓口）と協力して行っていますので、お近く
の窓口へお問い合わせください

リサイクルシステムの流れ（http://www.ferpc.jp/individual/）
 

　・リサイクルシールが必要（有料）です。
　・リサイクルシール代以外に運搬費用・保管費用が必要です。
 　 （料金は窓口へお問い合わせください。）

お近くに窓口が無い場合は郵送でも回収できます。
　　※必ず、事前に電話又はインターネットで申し込みが必要です。 
　　　申込先　ゆうパック専用コールセンター　 TEL 0120-822-306
　　　ホームページ　http://www.ferecycle.jp

このリサイクルシステムに関する問い合わせ先
　（社団法人日本消火器工業会代理）
　　株式会社消火器リサイクル推進センター　TEL03-5829-6773
　　ホームページ　http://ferpc.jp/

鶴 防 ら 知居 署 の ら消 か お せ

平成23年９月号　８



社　　名　／  住　　所　／　電話番号

太平ビルサービス株式会社釧路支店

〒084-0914　釧路市西港１丁目３５番２０号

０１５４－２４－２９１４

株式会社アシスト

〒085-0021　釧路市浪花町８－８－２

０１５４－２２－１７７９

株式会社総合防災

〒085-0033　釧路市若松町７－５

０１５４－２２－０１１９

北海道ジェイ・アール運輸サポート株式会社

釧路事業所　釧路運輸車両所構内

〒085-0043　釧路市喜多町２－１６

０１５４－２２－２７３１

株式会社日本防災技術センター釧路営業所

〒085-0057　釧路市愛国西１丁目３１－２０

０１５４－３６－６５６０

中央防災システム株式会社　（本社）

〒085-0814　釧路市緑ヶ岡１－２０－３

０１５４－４２－１６１１

北設株式会社

〒088-0623　釧路郡釧路町光和２－２６

０１５４－３６－４０５４

北海道ドライケミカル株式会社釧路営業所

〒085-0052　釧路市中園町６－３

０１５４－２３－０２０１

　消火器の使用期限は１０年間です。今年から販

売されている消火器には使用期限が明記されて

います。使用期限が明記されていない消火器は

製造年月日を確認して下さい。

不明な点があれば、釧路北部消防事務組合鶴居

消防署予防広報係までお問い合わせ下さい。

０１５４－６４－２３４４

指定引取業者

特定窓口

９　平成23年９月号
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釧
路
簡
易
裁
判
所
市
民
講

座
に
つ
い
て

　

釧
路
簡
易
裁
判
所
で
は
、「
地

域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
裁
判
所
」

を
目
指
し
、
市
民
講
座
「
わ
か
り

や
す
い
！
あ
な
た
に
お
す
す
め
！

民
事
調
停
」
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

⑴
日
時　

10
月
４
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

⑵
場
所　

釧
路
地
方
裁
判
所

⑶
参
加
料　

無
料

⑷
内
容　

民
事
調
停
制
度
に
つ
い

て
の
説
明
、
模
擬
調
停
、
質
疑
応

答
、
調
停
室
見
学
（
※
一
般
的
な

制
度
、
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明

で
す
。）

⑸
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

⑹
申
込
期
間　

９
月
16
日
㈮
ま
で

（
※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
込
先
】

　

釧
路
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務

　

課
庶
務
係

　

☎
99
ー
１
２
２
１

た
い
肥
舎
等
に
つ
い
て
の

固
定
資
産
税
の
税
制
特
例

を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

に
つ
い
て

　

畜
産
業
を
営
む
者
が
新
た
に
整

備
し
た
た
い
肥
化
施
設
等
に
つ
い

て
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら

５
年
分
に
限
り
、
課
税
標
準
を
２

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者
で
保

険
料
を
納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の

方
が
加
入
で
き
る
国
民
年
金
の
上

乗
せ
年
金
と
し
て
創
設
さ
れ
た
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
出
来
る

方
は
、
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満

た
し
て
い
る
方
で
す
。

⑴
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

⑵
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
方
（
農
業
者
年
金
加
入
者
を
除

く
）

⑶
道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

　

国
民
年
金
基
金
に
は
、
こ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
と
な
り
、
税
金
が
軽
減
さ

れ
ま
す

②
加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受

取
る
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
自
分
に
合
わ
せ
た
年
金

設
計
が
で
き
ま
す

③
保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保

証
期
間
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
、
遺
族
の
方
に
一
時
金
が
支

給
さ
れ
ま
す

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

   

☎
０
１
２
０
ｌ
65
ｌ
４
１
９
２

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
に
つ
い
て

　

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
は
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

委
託
・
補
助
を
受
け
て
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
が
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友

好
親
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

９
月
以
降
の
実
施
地
域
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

９
月
（
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
10
月
（
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
）、
11
月
（
西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
）、
１
月
（
マ
リ

ア
ナ
諸
島
）、
２
月
（
ト
ラ
ッ
ク

諸
島
、
パ
ラ
オ
諸
島
）、
３
月
（
中

国
・
バ
ジ
ー
海
峡
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・

イ
ン
ド
等
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

　

☎
03
ー
３
２
６
１
ー
５
５
２
１

／
３
（
平
成
20
年
４
月
１
日
以
降

に
取
得
し
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

２
／
３
ま
た
は
３
／
４
）
と
す
る

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

本
特
例
の
対
象
と
な
る
施
設
は
、

償
却
資
産
と
な
っ
て
お
り
、
家
屋

に
該
当
す
る
た
い
肥
化
施
設
等
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

鶴
居
村
役
場
産
業
課

　

☎
64
ｌ
２
１
１
４

　

釧
路
総
合
振
興
局
農
務
課

　

☎
43
ｌ
９
２
２
４

法
務
局
出
前
講
座
に
つ
い

て
　

法
務
局
で
は
、
皆
様
の
暮
ら
し

に
か
か
わ
る
法
務
局
の
業
務
を
よ

り
深
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、「
法
務
局
出
前
講
座
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
続
、
成
年
後

見
登
記
制
度
、
セ
ク
ハ
ラ
・
い
じ

め
な
ど
、
ご
希
望
の
内
容
に
つ
い

て
皆
様
の
会
社
や
町
内
会
・
サ
ー

ク
ル
な
ど
の
団
体
を
訪
問
し
、
無

料
で
説
明
し
ま
す
。

⑴
開
催
期
間

　

９
月
１
日
〜
翌
年
２
月
29
日

⑵
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送

付
い
た
だ
く
か
、
電
話
で
の
申
し

込
み
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
31
ｌ
５
０
１
０

平
成
24
年
度
学
生
募
集
に

つ
い
て

　

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
、
平
成
24
年
度
の
学
生

募
集
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

⑴
募
集
科
目

　

電
気
工
学
科
、
建
築
技
術
科
、

　

自
動
車
整
備
科

⑵
訓
練
期
間

　

各
科
と
も
に
２
年

⑶
定
員

　

各
科
と
も
に
20
名
（
内
10
名
は

　

推
薦
入
学
定
数
）

⑷
願
書
受
付

　

・
推
薦

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
20
日

　

・
一
般

　

11
月
１
日
か
ら
11
月
20
日

⑸
試
験
日

　

・
推
薦　

11
月
７
日
㈪

　

・
一
般　

12
月
５
日
㈪

⑹
応
募
資
格

　

推
薦
・
一
般
入
学
希
望
者
は
平

成
24
年
３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見

込
み
の
方
等
で
す
。（
一
般
入
学

希
望
者
は
過
年
度
卒
業
者
ま
た
は

離
転
職
者
も
含
み
ま
す
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

　

学
院

　

☎
57
ｌ
８
０
１
１
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休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
に
よ
る
「
休
日
公
証

相
談
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑴
日
時　

９
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４

　
　
　
　

時

⑵
場
所　

釧
路
公
証
人
役
場

　
　
　
　

釧
路
市
末
広
町
７
丁
目

　
　
　
　

２
番
地　

金
森
ビ
ル
１

　
　
　
　

階

⑶
相
談
内
容　

遺
言
・
相
続
・
任

意
後
見
・
お
金
の
貸
し
借
り
・
賃

貸
借
・
離
婚
に
伴
う
養
育
費
・
慰

謝
料
・
財
産
分
与　

な
ど

⑷
相
談
方
法　

面
談
・
電
話

※
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

⑸
申
込
方
法　

相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
９
月
22
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。（
☎

25
ー
１
３
６
５
）

警
察
相
談
の
日
に
つ
い
て

　

お
困
り
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

＃
９
１
１
０

９
月
11
日
は　

警
察
相
談
の
日

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
は

　
　
　
　
　
　
　
　

＃
９
１
１
０

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
警
察
署
警
務
課
相
談
係

　

☎
23
ー
０
１
１
０

「
法
の
日
」
週
間
行
事
に
つ

い
て

　

釧
路
地
方
裁
判
所
、
釧
路
家
庭

裁
判
所
、
釧
路
地
方
検
察
庁
、
釧

路
地
方
法
務
局
、
釧
路
弁
護
士
会

及
び
法
テ
ラ
ス
釧
路
で
は
、「
法

の
日
」
週
間
に
当
た
り
、
次
の
日

程
等
に
よ
り
無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。

⑴
日
時　

10
月
７
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３

　
　
　
　

時

⑵
場
所　

釧
路
市
民
文
化
会
館
展

　
　
　
　

示
ホ
ー
ル

⑶
内
容　

釧
路
弁
護
士
会
所
属
弁

護
士
に
よ
る
民
事
一
般
、
交
通
事

故
、
家
事
関
係
等
の
法
律
相
談
を

行
い
ま
す
。

⑷
受
付　

予
約
制
（
定
員
70
人
）

で
す
が
、
受
付
状
況
に
よ
り
当
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
会
場
で
も
受

け
付
け
ま
す
。
な
お
、
予
約
者
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
お
待
ち
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

⑸
予
約
期
間　

９
月
１
日
か
ら
10

月
５
日
ま
で
（
但
し
、
土
日
祝
日

を
除
く
）

⑹
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

【
予
約
先
】

　

釧
路
地
方
検
察
庁
企
画
調
整
課

　

企
画
調
査
係

　

☎
43
ー
３
０
５
１

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
交
通
安

全
推
進
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

当
運
動
は
、
広
く
国
民
に
交
通

安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図

り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
る
と
と
も
に
、
国
民
自
身
に
よ

る
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

特
に
、
本
格
的
な
高
齢
社
会
へ

の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の
交
通
事

故
情
勢
を
的
確
に
対
処
す
る
た

め
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

を
運
動
の
基
本
と
す
る
ほ
か
、
次

の
重
点
を
定
め
て
い
ま
す
。

⑴
全
国
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事

故
防
止

　

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

　

し
い
着
用
の
徹
底

　

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑵
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

は
９
月
30
日
と
す
る

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間
に
つ
い
て

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す
る

虐
待
な
ど
の
人
権
侵
害
行
為
に
つ

い
て
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
周
囲

の
目
に
付
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、ま
た
、

被
害
者
で
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い

者
自
身
も
、
そ
の
被
害
を
外
部
に

訴
え
る
だ
け
の
力
が
出
せ
ず
、
重

大
な
結
果
に
至
っ
て
か
ら
発
覚
す

る
と
い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

法
務
省
で
は
、
９
月
５
日
か
ら

９
月
11
日
ま
で
を
全
国
一
斉
「
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
次

の
と
お
り
電
話
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

⑴
期
間

　

９
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

⑵
時
間

　

９
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

　

９
月
10
日
と
11
日
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時

【
ご
相
談
先
・
電
話
番
号
】

　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
（
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

　

あ
ん
し
ん
電
話
相
談
）

　

☎
31
ー
５
０
１
４

防
衛
医
科
大
学
生
・
防
衛

大
学
生
・
看
護
学
生
の
募

集
に
つ
い
て

　

防
衛
省
で
は
、
９
月
５
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
、
平
成
24
年
４
月

採
用
の
「
自
衛
隊
各
種
学
生
」
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

　

募
集
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
防
衛
医
科
大
学

　

・
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

　

・
試
験
日

　

10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

⑵
防
衛
大
学

　

・
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

　

・
試
験
日

　

11
月
５
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住民課健康推進係（☎64-2113）
鶴居村地域包括支援センター（☎64-2999）
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鶴居中学校３年生を対象に「赤ちゃんとふれあい体験学習」を開催しました。

 質問① 赤ちゃんが好きですか？ 

 質問② 赤ちゃんを育てることについてどう思いますか？ 

 質問③ 親のイメージは？ 

 質問④ 赤ちゃんとふれあい体験学習は楽しみか。（体験前） 
 　　　 ふれあい体験をしてよかったか。（体験後） 　　 

 質問⑤ 今回の「赤ちゃんとのふれあい体験学習」の 
　　　　経験が今後に役立つと思うか。（体験後）　　 

　この体験学習は村内の親子にご協力をいただき、思春期を迎えた中学生に赤ちゃんやその親とのふれあいを通して「赤
ちゃんのかわいらしさや生命の尊さ」「子供を産み育てることの大変さと喜び」を感じてもらおうと毎年開催しています。
赤ちゃんとのふれあいの他に釧路赤十字病院の助産師を講師に招き受精のしくみや胎児の成長や出産、性感染症に
ついて学びました。
　赤ちゃんとのふれあい体験前後に生徒へ実施したアンケートでは、「赤ちゃんを育てることについてどう思いま
すか？」という質問に「忙しそう」と答える生徒が減少し、「楽しそう」「幸せそう」と答える生徒が増加しました。
「親のイメージは？」という質問には「口うるさい」「厳しい」と答える生徒が減少し「安心感がある」と答えた生
徒が増加しています。また、ふれあい体験を実施した生徒全員がふれあい体験をしてよかったと回答していました。

＜生徒の感想＞

◇赤ちゃんとのふれあいや助産師の話で感じたことや、お母
さんお父さんへのメッセージや感想

●赤ちゃんがあんなに苦しい思いをして生まれてくるのかと
今まではお母さんが大変という話を聞いてきてどっちもがん
ばって新しい生命はこうして生まれるんだと思った。いろん
な人の協力や愛が必要だと思った。
●大変な思いをして生まれてきた命だから、大切にしないと
いけないということを改めて感じた。
●かわいかった。プニプニしていた。ニコニコしていた。ずっ
と健康でいて欲しいと思った。
●だっこしたときに、泣いちゃった．．．けど、ミルクをおいしそ
うに幸せそうに飲んでいた！かわいかった！！今は、あやすのも
ヘタクソだけどいつか自分もお母さんになりたいと思った。
●大変かもしれないけど頑張ってください！！周りの人の協
力も必要ということも聞いてわかったのでそんな人を見たら
手伝ってあげようと（恥ずかしいけど）思います！！
●今回、この体験で赤ちゃんのかわいさがよくわかりました。大切
にしてあげたいです。赤ちゃんにぎゃくたいする人が少しでも減って
ほしいです。今回はいい体験をさせてくださってありがとうございました。
○協力してくれたお母さんの感想や中学生へのメッセージ

●育児に悩んだらかかえこまない！！誰かに相談しよう！！
●とっても良い経験でした。私も中学生くらいでこんな時間
をすごせたらよかったなぁと思います。
●みなさんがお父さんお母さんになった時育児を楽しみなが
ら頑張って下さい。不安等は１人でかかえこまずにうちあけ
て下さい。子供はとてもかわいいですよ。
●親も子も生徒もいい経験だと思う。子供を生み育てる事を恐
れないでどんどん生んで子育てのよろこびをあじわってほしい。

体験前（人） 体験後（人）
好き 17 21

わからない 8 5
嫌い 1 0
不明 1 0
その他 0 0

体験前（人） 体験後（人）
大変そう 20 21
つらそう 2 2

　忙しそう（＊） 16 6
めんどうそう 3 1

自由な時間がない 4 3
　楽しそう（＊） 8 17
　幸せそう（＊） 10 17
すばらしい 3 4
その他 0 0

体験前（人） 体験後（人）
　口うるさい（＊） 11 4
わずらわしい 2 1
　厳しい（＊） 11 3
威厳がある 3 1
ありがたい 3 5
頼りになる 10 12

　安心感がある（＊） 10   18
その他 0 0

体験前（人） 体験後（人）
はい 10 26

わからない 16 0
いいえ 1 0

体験後（人） 割合（％）
とても役立つと思う 22 84.6%
少し役立つと思う  4 15.4%

あまり役立たないと思う  0 0%
（＊）：５％水準で有意差あり

（＊）
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●開館時間……10：00～18：15●開館時間……10：00～18：15
●休●休　　館館　　日……日……９月の休館日は、９月27日（火曜日）です。９月の休館日は、９月27日（火曜日）です。
●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】●貸し出し……【本・雑誌・紙芝居】
　　　　　　　　２週間（１人５冊まで）　　　　　　　　２週間（１人５冊まで）
　　　　　　　【ＣＤ・ＶＴＲ】　　　　　　　【ＣＤ・ＶＴＲ】
　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　　　　　　　　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

心の底から笑える１人
から楽しむ健康爆笑
ゲーム＆体操３７
グループこんぺいと　著

　お年寄りの元気な心と体
の維持にぴったり。１～２
人からできる健康体操２０
種、２人以上で楽しみたい
爆笑ゲーム１７種をイラス
トを交えて紹介。

追憶のカシュガル
進々堂世界一周

島田　荘司　著

　西域に咲く幻の桜、時空
に消えた殺意。放浪の長旅
を終えた御手洗潔が、京大
裏の喫茶店「進々堂」で語
る物語。時空を超え、思い
がけぬ謎を孕み、人生の光
と影を照らし出す。甘美で
数奇な４篇のミステリー。

ぼくの植え方　
日本に育てられて
エドワード・レビンソン　著
　福島正信の「わら一本の
革命」に感銘し日本へやっ
てきた。今、大地と共生す
る人生を千葉の鴨川で花開
かせようとしている…。日
本で人生を耕してきた写真
家であり、ガーデナーでも
あるエドの、自伝的エッセ
イ。

きんもくせいのうた
　あさま　れいこ　著

　窓から空を見上げて、く
るみは小さなため息をつい
た。くるみのおばあちゃん
が亡くなって１カ月、くる
みの心の中にぽっかり穴が
空いている…。きんもくせ
いの香りのような優しさと
温かさにあふれる作品。

北へ１００マイル
南へ１０１マイル

菅野　彰　著
　就職は決まらず、卒論も
まだ。彼女にはフラれる。
眠れない大学４年生・門馬
有希は、産廃をめぐるバト
ルに巻き込まれ、福島の街
へ…。記憶と現実が有希の
胸中に交錯する。センチメ
ンタル・ピュア・ロマンス。

パパ・カレー
武田　美穂　著

　牛肉角切りゴロンゴロン、
たまねぎサクサク、にんじ
んコットンコットン、じゃ
がいもザックザック、かた
ち色々これがパパ・カレー。
ジューと炒めていいにおい
…。カレーができるまでを
描いた絵本。
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　第５０回目を迎える駅伝競走が９月１１日（日曜日）、村内駅伝コー
スで開催されます。
　今回の記念大会では、駅伝競走に加え、村内小学生を対象とした
マラソン大会の実施が予定されているとともに、バルセロナ五輪女
子マラソン銀メダリスト有森裕子氏をお招きし、駅伝競走及び小学
生マラソン大会に参加をいただきますので、大勢の参加・応援を賜
りますようご案内します。なお、参加エントリー及びお問合せにつ
いては、鶴居村教育委員会生涯学習課（☎６４－２０５０）までお願
いします。

北海道横断自動車道
親子現場見学会の開催について
日　時　１０月１日（土）午後１時～
場　所　白糠町上庶路地区
集　合　釧路地方合同庁舎（集合後、
　　　　バスでの移動となります）
対　象　釧路管内在住の小学生とそ
　　　　の保護者
　なお、参加料は無料ですので、９
月１日から１６日までに、釧路市役
所道路河川課（☎３１－４５９９）ま
でお申込みください。

　９月２３日（金曜日）、茂雪裡川河畔特設会場において、鶴居村ふ
るさとまつりが開催されます。
　秋の味覚コーナーや体験コーナーが満載です！
　午前１０時以降、会場内では各種出店や牛乳試飲コーナー、農産
物の販売コーナーや各種の体験コーナーなど、多くのブースが設け
られる予定です。
　秋の鶴居村を満喫できますのでぜひご来場ください。
お問合せ先　鶴居村ふるさとまつり実行委員会
　　　　　（事務局 役場産業課商工観光係　☎６４－２１１４）

「障がい者雇用促進フェア2011」
を開催します！

　ハローワークくしろでは、仕事を
探している障がいのある方と、企業
との就職面接会を開催します。現在、
多くの障がいのある方が就職を望ん
でいますので、企業の皆様の積極的
な参加をお願いします。
日　時　９月２２日（木）午後１時～
場　所　釧路市生涯学習センター
　　　　２階　多目的ホール
お問合せ先　釧路公共職業安定所専門
　　　　　援助部門（☎41－1201）

北海道潰瘍性大腸炎・クローン病
（ＩＢＤ）友の会釧路支部「厚岸サテ
ライト患者交流会」の開催について
　ＩＢＤ友の会釧路支部では、特定
疾患に認定された難病であるこの病
気の情報を知っていただきたく、患
者交流会を開催します。
日時　９月１１日（日）午後１時～
場所　本の森　厚岸町情報館
対象　潰瘍性大腸炎、クローン病の
　　　患者本人及び家族、関係者
参加費　会員無料/非会員 500円
お問合せ先　
　北海道ＩＢＤ釧路支部
　（☎０９０－５０７６－８３８６）

自自然然 観観察察 会会月の月の９９
●「針の穴写真講座」
【日時】 9月3日（土）10:00～15:00
【場所】 塘路湖エコミュージアムセンター
【定員及び参加料】 ８名　５００円
【お申込み先】 塘路湖エコミュージアム
センター（☎015-487-3003）

●「初秋の湿原花ハイク」
【日時】 9月4日（日） 10:00～12:00
【場所】 温根内ビジターセンター
【定員及び参加料】 １５名　無料
【お申込み先】 温根内ビジターセンター
（☎65-2323）
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201サンクチュアリの夏の活動　～閉館期はどんな活動をしているの？～

　夏の暑さがやわらぎ、秋の気配を感じるようになりました。ときどき鶴居村の
皆さんから、「夏の間、サンクチュアリは何をやってるの？」と訊ねられること
があります。冬はタンチョウがやってくるので、給餌やお客さんの対応があるけ
れど、夏はネイチャーセンターが閉館しているし、何をしているのかしら？とい
うご質問です。そこで、今回は閉館期中のサンクチュアリの活動をご紹介したい
と思います。
　私たちは夏の間もネイチャーセンターで活動をしています。閉館期に入ると、
まずは、昨年１年間の活動の報告書を作る作業を始めます。一番大変なのが、調
査の報告書。冬の間にとった色々な調査データを解析し、結果や考察をまとめる
のです。冬期自然採食地として整備した水路をタンチョウがどのように利用する
か調べるために撮影したビデオデータは、この冬で合計190時間にものぼり、
１日中動画をチェックしていると、夢にまで映像が出てくるなんてこともありま
す。膨大なデータのうち、ほんの１～２分しかタンチョウが映っていない場合も
ありますが、利用している姿を見つけた時は、喜びもひとしおで、ボランティア
の方々と一生懸命、水路を整備した苦労が報われる瞬間です。
　また、春は、支援企業への訪問やチャリティグッズの製作など、サンクチュア
リの運営資金を集めるための活動も行います。普段はめったに着ないスーツと靴
を履いて、東京で企業回りをすることもあり、まさに営業マンです。今年のよう
に、震災で状況が苦しい中でも、タンチョウの保護活動に支援してくださる企業
があると、感謝の気持ちでいっぱいになります。
　夏になると、広報つるいでもたびたび紹介させていただいているように、長期
休暇を利用して学生たちがボランティアにきてくれるので、冬期自然採食地の整
備を行います。また、一般の人にも保護活動に参加していただけるように、ボラ
ンティアツアーを開催しています。
長いときですと１週間、レンジャー
も寝食をともにし、活動のほかにも、
セミナーや視察ツアーなどを併せて
行い、タンチョウや保護活動につい
て深く知っていただく機会にもなっ
ています。そのほか、サンクチュア
リを支援してくださっている方々へ
お送りする通信紙や雑誌などに載せ
る原稿を書いたり、冬に向けてイベ
ントの企画や準備などを行っている
と、あっという間に秋になり、開館
期を迎える…というわけです。
　残念ながらすべての活動は書きき
れず、ほんの一部を紹介させていた
だきました。夏のサンクチュアリの
様子を少しでもご想像していただけ
たでしょうか？さて、来月からは、開館シーズンです。この冬も、調査に給餌、
イベントなどがんばって活動していきたいと思います。

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
伊　藤　加　奈

鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ

電話　64-2620 ／ FAX 64-2239
http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/



※「赤丸」は、平成22年９月27日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］
❷ 北海道　赤井川村
❸ 山形県　大蔵村
❹ 岐阜県　白川村
❺ 長野県　大鹿村
❻ 徳島県　上勝町
❼ 熊本県　南小国町
❽ 宮崎県　高原町
❾ 長野県　木曽町開田高原
10 北海道　標津町
11 岐阜県下呂市　馬瀬
12 北海道　鶴居村
13 北海道　京極町
14 山形県　飯豊町
15 長野県　中川村
16 長野県　南木曽町
17 京都府　伊根町
18 高知県　馬路村
19 秋田県　小坂町
20 秋田県　東成瀬村
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21 群馬県　昭和村
22 群馬県中之条町　伊参
23 山梨県　早川町
24 長野県　小川村
25 長野県　池田町
26 奈良県　曽爾村
27 島根県　海士町
28 岡山県　新庄村
29 愛媛県　上島町
30 福岡県八女市　星野村
31 長崎県　小値賀町
32 宮崎県　綾町
33 鹿児島県　喜界町

34 福島県　飯舘村
35 福島県　北塩原村
36 長野県　高山村
37 奈良県　十津川村
38 鳥取県　智頭町
39 沖縄県　多良間村

■人口
総数 2,539 人
（前月比 － 3人）
昨年同期は 2,563 人で、対前年
比較は－24人です。

男 1,275 人（前月比＋1人）
女 1,264 人（前月比－4人）

■世帯数
 1,061 戸（前月比－１戸）

７月末
住民登録人口

　お盆が過ぎ、急に秋を感じさせる気候となり、
短い夏があっという間に過ぎたようで、ちょっ
と寂しく感じます。
　さて、昨年、口蹄疫の影響で中止となった「ふ
るさと仮装盆踊り・花火大会」が無事に開催され
ました。花火大会を見て、毎回感動するのですが、
真上に開く大輪と山に反響する音は、凄い迫力
で規模は小さいながらも、ほかの花火大会に負
けていないと思うのは筆者だけでしょうか？
　また、９月も行事が盛りだくさんです。銀メ
ダリスト有森裕子さんを招いての駅伝大会や村
の大きいイベントである「ふるさとまつり」が
開催されます。スポーツの秋、食欲の秋、味覚
の秋を楽しみましょう（Ｍ）

長野県 高山村（たかやまむら）

　高山村は、長野県の北東部に位置し、笠岳山麓
に広がる牧場とスキー場、松川渓谷沿いの「信州
高山温泉郷」、豪快な雷滝、渓谷の紅葉などで知
られています。
　また、山里には春に美しく咲き誇る樹齢数百年
の２０本のしだれ桜があり、天下一品のりんご、
広大なワイン葡萄畑なども有名で、訪れる人を飽
きさせません。
お問合せ先　高山村役場（TEL 026-245-1100）
〒382-8510　長野県上高井郡高山村大字高井4972
http://www.vill.takayama.nagano.jp/


